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地球気象の変動・河川の洪水と氾濫の時代に暮らす 

 

 

ー 「今なぜ、木下 河川蛇行論なのか」：『婦人之友』特集を読むみ解くー 

 

 

 

1 . 『 川 は 動 く 』 木 下 良 作 

「婦人之友」昭和 34 年 9 月号（1959 年） 

 

 

2.『 河川は生きもの 』:長期の自然観測を 

「婦人之友」昭和 41 年 10 月号（1966 年） 

 

 

3.『今後も実地観測を』 :『水害各地の読者報告』 

「婦人之友」昭和 51 年 11 月号（1976 年） 

 

 

4.縮尺『1/1,000』の小型模型水路の開発と成果 

 

 

 

『婦人之友』に寄せられた 3 編の寄稿文は、木下先生の自然の営みを畏敬しつつ、 

川の成り立ちと流れの性質を知りたいと願う、探求心がよく表現された興味深い文章です。 



2 

 

 

木下先生は、自由学園那須農場が 1941年に拓かれた直後から、

隣接する蛇尾（サビ）川にて頻発した洪水の災害対策担当者とし

て奮闘されました。 

 

護岸や堤防などの被災対応のため、蛇尾川の洪水流の実態を知

って被災箇所との関係を明らかにする必要がありました。 

毎年のように発生する洪水の最中に木々につかまりながら流れ方

を観察し、水が引いたら河床の測量を実施してその変化を明らか

にする作業を繰り返し、河川は「砂礫堆」という河床形状が基本

単位として構成され、川の流れと河床変化を支配しているという

仮説に達しました。 

 

この仮説を立証するため、全国主要河川の航空写真を借り出し

て模写し、砂礫堆形成は蛇尾川特有ではなく、すべての河川に共

通する現象であることを確信しました。河川の基本因子としての

「砂礫堆の発見」です。 

河川洪水が備える水理条件を満たすように、小さな実験水路の

幅や水深、勾配、砂床粒子などを調整のうえ通水すると、水路上

に砂礫堆がきれいに形成され水流が蛇行する現象が再現されま

す。 

当時の河川技術者から、おもちゃのような水路での現象が 

大河川を再現しているとは信じがたいという声が上がりました。 

木下先生は、大河川の洪水時流況を直接観測する必要を痛感

し、悪天候が残る洪水直後に決死的な飛行を実施して洪水流表面

の写真撮影に成功されます。 

その写真をもとに航空写真技術を駆使して水面の流速分布図 

を描き上げ、小水路と大河川に全く同じ蛇行流が現れることを証明し 

ました。 

小水路と大河川との河床形状と蛇行流の共通性は、「砂礫堆」の 

形成によって支えられています。 

 

木下先生は、小水路の模型実験を実施するための相似法則を提示し

て、静岡県・大井川について「1/1,000」縮尺の小規模水路により再現

実験を成功させます。 

これにより、洪水流下にとって最適な河道形を実験的に検証して設計す

る技術が開発されました。 

当時の「1/100」模型は、広大な敷地が必要で、水路の製作と 

準備に費用と時間がかかり過ぎます。 

「1/1,000」小縮尺模型により、実験流路距離を長く取っても費用も期

間も短縮でき、水路の改造も容易になります。 

 

水衝部位置の決定やその変化特性も明らかになり、河川災害防止の対

策計画にも応用できる技術です。 

木下先生は、「河道計画」設計に極めて有用な技術開発の研究が認めら

れ、当時の建設省から継続的に研究委託業務を受けて、 

輝かしい研究成果を上げられました。 

昭和 51年『婦人之友』の寄稿文のあとも、河川流と河床形の本質を明

らかにしたいという先生の探求心は尽きることはなく、「音響探査機」

や最新の「超音波ドップラー流速計」を使用した河川洪水流の観測を意

欲的に推進し、河川乱流構造の実態を次々に 

解明されています。 

       （解説；三輪弌先生：岩手大学名誉教授・農学博士） 

1.『婦人之友』昭和 34 年 9 月号 『川は動く』木下良作；1959 年 

 



3 

 

 

 

常願寺川の網流（富山） 

川が山合から出たところに、傾斜のある広い、扇を広げたような堆積地 

が出来る。日本はこうした扇状地が多い。 

写真はその代表的な常願寺川の例である。扇面は開かれ川は中央に堤防で

固定されたが、河道内の水流は網の目のように分かれ、乱流をしている。

うす黒いスジがふだん流れている水、白い部分が河原である。 

① 台風直後の淀川の濁流・「初めて捉えた垂直写真」 （流れは左へ←） 
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② （「写真右」：流れの方向は左➡） 
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③写真右「等流速線」分布図; 

流れの速さを濃淡で色わけしたもの 

 

④濁流の拡大写真； 

木曽川「表面の泡の」乱れ方がわかる 

常水路の形のつけかたに問題があることや、そのなおしかたがわか

ってくる。 

堤防や護岸への水の当たり方や、水制や水捌け工の効果などは手に

とるようであり、河道計画上の絶好の資料となる。 

一方、写真を拡大してゆくと、流れのこまかい乱れ方までわかって

くる。（写真右） 

 

上の図は、その一つの測定例で、右写真と同じ場所の毎秒五センチ 

ごとの、流速分布図を描いたもの。 

流れの遅い濃い部分と色の薄い速い部分が、タテスジのように 

交互にならんでいる。 

これは洪水流の普遍的現象として、最近わかったことであるが、こ

れを右の泡の写真とくらべ、さらに実験を併用すれば、洪水の渦のま

きかたの、基本構造まで割り出せそうである。 

 

これは河川工学の基礎的研究に、非常に役立つことになる。 

新しい測定手段を開発し、こんどは新しいデータの洪水にかこまれ 

ながら、われわれはいま、希望を持って、研究を進めている。 

木 下 良 作（工博・自由学園研究員） 

川は生きものだというけれども、本当に目を覚ましているの

は、洪水のときだけだといえる。中州にキャンプを張って流さ

れた、この夏の惨事の記憶はいたいたしい。 

 

しかし工事をして川を治める人でさえも、やはり何よりも知

りたいのは、洪水流の詳しい様相なのである。粗暴な、短時間

のこの現象は、まだほとんどわかっていないのである。 

三十八年夏、思いきって、台風直後の空を飛び洪水の垂直写

真をとった。 

 

解析してみると、おどろくような多くの情報が、写真から得

られることがわかった。その一つはいままでわからなかった、

洪水全面での精密な「流速・流向」が測定できることである。 

 

これはただちに河川「工事」の診断に役にたつ。淀川で（前

頁）ふだん水をかぶらない河川敷が、荒れて荒れて困ると思っ

ていたら、何と洪水流の流速は常水路におけるそれよりも速い

ところが多いことが判明した。 

 

 

 

 

2.『婦人之友』昭和 51 年 11月号『河川は生きもの』・長期の自然観測を：1976 年 

⑤ 長期の自然観測を・“穏やかな日々“に人間は 
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⑥ 空からの大井川の乱流・地球はやさしくうけいれる 
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   ⑦ 自然科学からみると・空からの観測と発見 
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⑧ 那須.サビ川の改修計画をたてるための実験現場（「百分の一」の模型） 
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3.「水害各地の読者報告」・孤立地区の中でも（岐阜） 
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⑩ 台風十七号の豪雨の被害へのお見舞い・助け合いが生まれて（岐阜） 



12 

 

 

 

  

 

⑪ふとん作りに(岐阜友の会)・活躍したゴムボート(愛知)・家の中までドロの山(小豆島) 
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4.木下先生の発明した大河川の縮尺『1/1,000』の小型模型水路実験と成果 
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那須のサビ川の改修工事計画を立てるための実験現場 

 

【「百分の一」の模型 （土木研究所で）】 

 

那須の、サビ川は、山地流域 53km2、河床勾配 1/60、川幅 200～400m, 

の小さな川で、改修工事のための実験水路である縮尺 1/100の模型は 

壮大なスケールです。 

この水路に、砂を入れる作業や、水を入れる作業は膨大で、時間も要し、

この写真でその様子が分かります。 

木下良作博士は，これを、数百メートル幅の河川に対し、数十センチ 

幅の小型模型水路で再現し，河道平面計画に活用する方法を探って 

いました。 

小縮尺の実験水路では，水路床粒子が微粉末になり，水路実験の通水で

は，水路床粒子が水流で巻き上げられ浮遊した状態になってしまいます。 

 

≪ 従来実験水路の問題点と改善 ≫ 

１)『縮尺「1/100」の模型水路』の問題点 

実験場の敷地面積の関係から、対象河川区間の延長を長くとれません。

数 10メートル幅の大きな水路になります。 

製作費用が高額となるうえ、水路床に敷き詰める砂の量と労力も問題と

なりました。 

２）『木下良作博士による・改善』 

*建設省の依頼による大井川の改修約 30キロメートルについて、 

実施期間と費用を抑えた、縮尺を「１/1,000」とした「小型実験水路」を

作製し、実用的な実験に着手した。 

*これにより、実験水路の全長約 30メートルを実験場の敷地内に 

収め、高さ 10メートルの写真撮影塔も設置可能となり、砂床形状の変化

を撮影・記録が容易になりました。 

*縮尺 1/1,000の「小縮尺の模型実験」は、水路幅 80センチの等幅直線

水路の実験で、パラメータが一致する水理諸量を発見し、大井川での河

道計画を成功させました。   （三輪弌先生解説） 

大井川の小縮尺模型実験を実施、洪水流況の実態把握と 

大井川河岸断崖上のたカメラで洪水表面を撮影、 

表面紋様を計測し洪水中の変化を立証 

 

【大井川島田地区観測所より見た、昭和 52年 8月 12日 

洪水（木下撮影）三輪河川技術事務所より】 
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誌面提供；『婦人之友』の概要 

 

 

 

会員数（海外含む）；15,000人。友の会数；180。 

※出典：全国友の会 HPより抜粋。https://www.zentomo.jp/about/ 

『婦人之友社』HPより抜粋。https://www.fujinnotomo.co.jp/ 

 

解説者；三輪 弌 先生の略歴 

役  職 

経  歴 

 

研究活動 

岩手大学名誉教授・農学博士。三輪河川技術事務所・代表 

東京大学大学院 2年時、那須農場の水理実験場の木下良作博士に師事し、木下良作博士

の研究と河川研究・技術に精通。 

武庫川市民学会誌 Vol.3,(2015)：「武庫川下流部における 2014年洪水災害の分析」。 

所在地 三輪河川技術事務所：〒658-0054 兵庫県神戸市東灘区御影中町 3-2-4-3905 

電話：078-771-3504、Email：hajimedesu1118@gmail.com 

URL。https://miwahajime.jimdofree.com/ 

 

文 責；自由学園生旧父母・酒井 祥次 

埼玉県入間市仏子 603-1-25-103／Tel04-2932-6202／mail：sakai.shoji.1944@gmail.com 

 

作成日：2023年 4月 4日 


